
 

 

 

 

 

 

お詫び 

 8月の初旬には、本校において個人情報の漏洩という、あってはならない事態を招きましたこと、お詫

び申しあげます。皆様方には、多大なご心配、ご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした。今後、二

度とこうしたことが起きませんよう、本校の個人情報管理の在り方を今一度点検、確認し、細心の注意を

払ってまいります。 

夏休みの作品展 

 夏休み明けには、子ども達の一人一作品の作品展を開催しました。教室や廊下、空き教室を使っ

て、展示しました。夏休みならではの作品が並んでいました。一人一人の子どもの興味や関心が原動

力の作品でした。見ているととても温かい気持ちになりました。 

 ご家族の協力を感じる作品もありました。一緒に笑顔の中で作り上げた作品でしょうね。温かさ

を感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上練習始まる 

 今年度は、１０月４日に大東ふれあい運動公園において雲南市小学校陸上大会が開催されます。

新型コロナ感染症防止のために、観客を入れず、大会が行われます。保護者の皆様、地域の皆様には

ご観覧いただくことがかなわず、残念ではあります。子ども達は自分の記録に挑むこと、体力を高め

ることもねらいにして頑張っています。本校でも、子ども達の活動が有意義になるよう職員が力を

合わせて活動を支援しています。 

  

 

 

 

 

個別の学びに適した教材 

木次小学校 学校だより 令和 4年度 第 5号 

木次っ子の四季 
～互いに互いの成長を喜び合う学校～    校長：伊藤彰彦 

Ｒ.4.9.20 

 

木次小 HPはこちらです。 

  

左 は １ 年

生の作品で

す。 

右 は ５ 年

生の作品で

す。 

 
 

男女１００m 走、男子１０

００m 走、女子８００m 走、

男女ジャベリックボール投

げ、男女走り幅跳びのうちか

ら一つ選んで出場します。学

校代表の男女それぞれの４

×１００ｍリレーもありま

す。 



 

 

全国学力学習状況調査結果とＡＩドリルキュビナ導入について 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永井隆平和賞 

 ６年生が永井隆平和賞作文に応募しました。一人一人が平和について考え、素晴らしい作文を書き

ました。その中で、村尾和奏さんの作文「木次の桜と永井千本桜」が佳作に選ばれました。 

作文には、木次の桜は、戦時中に子ども達がお世話をしていた桜で、それが伐採されそうになり、

町の人々が伐採から守り、今でも大切にされていることを、そして、長崎の「永井千本桜」は、平和

を願った永井博士が本を書いたお金で１２００本の桜の苗木を買って植え、長崎の人たちが博士の

思いを引き継いで大切に育てきたことが書かれています。 

また、村尾さんは、今の世界の状況にも触れ、永井博士の思いを改めて大切に感じています。 

そして、長崎の桜は永井博士が故郷の桜を思って植えたのではないかと想像し、木次の桜を誇り

に思うとともに、「平和を」の願いは、桜によってつながっていると締めくくっています。 

 桜という視点を通し、人々の思いについて考え、平和について考えてまとめた作文は、見事だと思

います。 

木次小学校のホームページ「木次小 BLOG」に村尾さんの作文全文を掲載しますので、ぜひ読んで

いただき、木次小学校の平和学習に触れていただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

行事予定 

９月２１日～２２日 修学旅行 

 ２７日 写生会（５～６年生） 

（予備日１０月６日） 

  ２９日 木次中学校校区学校運営協議会 

      （コミュニティースクール） 

  ３０日 スクールカウンセラー来校日 

１０月４日 雲南市小学校陸上大会  

（市陸上大会予備日 5 日） 

  

       

 

７日 スクールカウンセラー来校日 

 １２日～14 日  

中学生職場体験 

 １４日 学習公開日・学校保健委員会 

２０日～２１日  

５年生宿泊研修 

 ２７日 避難訓練 

３１日～１１月 4 日  

校内マラソン記録会 

 

雲南市内小中学校の児童・生徒用タブレットにＡＩドリルの

「キュビナ」が入りました。児童が問題を解いていく中で、理

解が足りないとコンピューターが判断した部分に関して、最適

なおさらい問題を出してくれます。間違えると、説明が出てき

ます。どの子が、何をどれだけやっているのか、どれくらいの

時間学習をしたのかを指導者は把握することができます。うま

く活用すると、児童の力を伸ばすことができます。本校では、

朝学習や自学、学習中のおさらいに活用しようと思います。 

 

 全国学力学習状況調査の結果が返ってきました。6 年生が対象の調査でした。国語と理科は県平均並み

でした。算数は県平均より低目の結果となりました。特に割合を中心とした「変化と関係」についてのポ

イントが低かったです。学習状況調査から、子ども達は、算数の問題に対してあきらめず、簡単なやり方

を求め、理由を理解しようと頑張っている姿が伝わってきました。そこから見える課題は、「子どもたち

の頑張りを学習内容の定着に結び付けること」です。学校は、より理解が深まることを目指した算数の授

業改善と学習内容定着に向けての取組を進め、成果を上げられるように努めてまいります。 


